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東北地方における珪質頁岩と小山崎遺跡石器の原産地調査 

                           秦昭繁 

 

珪質頁岩は東北地方を中心とした地域に広く分布している。これらの石材を用いて原始時代の

人々は、石器作りを行った。この岩石について「Ⅰ東北地方の珪質頁岩とはなにか」で東北地

方の珪質頁岩といわれている岩石の調査結果について報告する。「Ⅱ小山崎遺跡の石器石材の

原石産地調査」では、小山崎遺跡で使用された珪質頁岩製の石材についての調査内容について

報告する。 

 

Ⅰ 東北地方の珪質頁岩とはなにか 

1 珪質頁岩の形成過程 

珪質頁岩とは、微晶質石英や Opal-CT の珪酸鉱物(SiO2)と粘土鉱物などの細粒砕屑粒子の混

合物質からなる岩石である。東北地方の新第三紀層の露頭観察による下記のような岩石の成因

が読み取れる。 

1-1 生物起因の成因 

生物起因については珪酸殻を持つ放散虫や珪藻が、海水や淡水に溶解している珪酸分を細胞

内に沈着させ殻を形成させるものである。自然環境の状況によっては放散虫や珪藻が大発生し

珪藻土として海底に厚く堆積し、その後の再結晶によって塊状のノジュールに形成されたもの

である。このようにして形成されたと考えられる露頭は秋田県男鹿半島の鵜ノ崎海岸の頁岩

(秦.2001)や北秋田市綴子の珪藻土内にあるノジュールの珪質頁岩である。塊状のノジュール

が頁岩の特定層の層理面に沿って形成されている状況を露頭によって観察することができる。

頁岩内に形成されたノジュールでは微化石の珪藻のフレームが多量に観察されることが多く、

頁岩に珪酸分を供給したものは海水に生息した放散虫や珪藻が主体であった。珪酸殻をもつ微

細な珪藻や放散虫が大量に発生するような環境と、堆積した珪酸殻が海水内に溶解しないで地

層内に止まるような自然環境のイベントがあった可能性が高い。 

1-2 火山ガラス起因の成因 

火山ガラス起因の成因には凝灰岩内の火山ガラスが集積してノジュールを形成している物

がある。山形県西川町の大入間川上流の澄又で水沢層(草薙層)が風化して粘土鉱物化の進んだ

凝灰岩内に珪質頁岩が確認される。また、河川転石の珪質頁岩に凝灰岩が付着した物も確認さ

れる。凝灰岩が風化作用を受けて粘土鉱物のベントナイト化した頁岩層との互層内に珪質頁岩

のノジュールが形成されている。山形県大江町のベントナイトの層状鉱床内には、珪質頁岩の

ノジュールが形成されている場所が確認されている(田宮.2004)(田宮・斉藤・本田.1986)。凝

灰岩は火山ガラスを多量に含む岩石であり、山形県内の珪質頁岩の形成に大きくかかわってい

る。この中に形成されたノジュールには、火山起因の角が鋭角なμm サイズの砕屑性の石英が

取り込まれているものも多い。 

頁岩・珪藻土・凝灰岩内に形成されている珪質頁岩のノジュールは、形成される場所が粘土



鉱物を多量に含む地層内である。そのため岩石内部には、粘土鉱物などの細粒砕屑粒子が取込

まれている。岩石としての色調が黒・黒褐・灰褐色を示す原因になり、目視上のメルクマーク

となっている。 

1-3 その他の珪岩の成因 

珪酸鉱物(火山ガラス)に富む岩石としては、凝灰岩の他に流紋岩がある。この岩石内に塊状

に珪岩が形成されることが多い。微量元素の違いによって赤・青・灰白色と鮮やかな色調を示

す物が多く、粘土鉱物内に形成される上記 2種類の形成過程を辿ったノジュールとは、明らか

に異質な色調を呈しているものが多い。山形県内では小国町の北小国層(青沢層)の流紋岩内に

青緑色の角礫で塊状の珪岩が観察される露頭がある。 

 

2 東北地方における分布        

現在までに東北地方の珪質頁岩の河川における分布状況を調査した範囲を第 1図に示す。南

部は北関東地方から新潟県にかけて調査した。調査地点は河川・露頭を含め 404 地点あり、117

地点で珪質頁岩を確認することができた。調査方法は調査地点ごとの珪質頁岩の数量・石質・

大きさの三項目として数値化するようにした。その中で再現性の低い場所を除いた分布の確実

な地点をドットで表したものである。紙数の関係で詳細な調査方法と分布状態を述べることは

出来ないが以下のような傾向にある。おおむね新第三紀中新世後期の女川層の分布地域に収ま

る傾向にある。しかし、珪質頁岩の露頭の観察によると形成される場所は、ノジュールの形成

が特定地層と特定層理に沿って分布することや、自然地形の開析作用や地層の風化状態によっ

て左右され、河川調査内容と完全な整合性があるとはいえない。 

北部の分布は調査範囲では青森県下北半島の大間崎海岸であるが、この分布は北海道渡島半

島まで続いているものである(加藤・植田;2004)(藤田・加藤・横山;2005)。南部は新潟県の旧

塩沢町から旧中里村の小河川流域や福島県山都町の原川や福島市の松川・摺上川が南限と考え

られる。しかし、最近関東地方にも確認されるようになっており、さらに南部まで分布が知ら

れるようになった(須藤;2006)(田村・国武・吉野;2003・2004)。しかし、現在のところ筆者は、

形成環境を含めたその詳細を知らない。 

青森県内の石材分布については斉藤氏の報告があり（斉藤;2002）津軽半島を中心とした分布

を示す。大形の原石に乏しい傾向にあるが日本海側の地域にある石材の外観には光沢の顕著な

物が多い。 

秋田県は米代川が最も多くの原石が採取できる場所にあたる。男鹿半島の鵜ノ崎海岸でも採

取できるが、節理が多い。八郎潟に注ぐ羽根川・小又川は葉理の発達した透明感のある特徴的

な原石を採取することができる。近くの家の下遺跡においても目視で類似した石材で石器が製

作されている。雄物川は上流の湯沢市まで採取可能である。しかし、河川自体が高低差の少な

い河川であり、中下流域には急流域を形成しないために河原の発達が少なく河川調査が不可能

で詳細が不明な部分の多い河川であった。 

山形県の最上川は出羽山地を横断する最上峡から庄内平野にかけての河原部分では、大型の



原石を容易に採取することができる。その他に月布川・白鷹町の荒砥川や思川付近・玉庭丘陵

と最近確認された飯豊町中津川(秦;2012)が珪質頁岩の分布の中心である。多くは凝灰岩内に

形成されたノジュールであることを示すような特徴的な凹凸面の表皮を持つ河川転石である。 

宮城県と福島県の太平洋側においては大きな産地は存在しない。量・石質・大きさにおいて

劣る場所が多く、同一河川の複数の調査地点において再現性が低い河川もあった。 

新潟県は阿部氏や高橋氏によって河川調査が実施されている（阿部;1997）。県北部の河川を

中心に分布している。高根川・荒川・阿賀野川において採取可能である。また、旧塩沢町から

旧中里村の小河川と凝灰岩露頭において 10cm 程のノジュールが確認される場所がある。いず

れの産地も量的に纏まった産地が少ない傾向がある。 

 

 



3 珪質頁岩の石英タイプ   

前項で述べたような形成過程をたどった珪質頁岩を河川より採取して、偏光顕微鏡で観察す

るといくつかの特徴のあるものが存在する。顕微鏡観察のための試料は岩石学で行われている

薄片を製作し、鉱物の干渉色を一定にするために 30μmを目標に薄くする。主に 100 倍で観察

し透過光利用のクロスニコルの石英発達状況をポイントに観察した。石英の干渉色は明るい白

色状態を示し、石英化の進行状態によって結晶状態が変化する。これらは Aタイプから Dタイ

プに分類することが出来る。 

 

第 2 図 珪質頁岩の石英タイプと被熱時間の関係 

 

A タイプ  Opal-CT 段階と捉えられる状態である。Bから Dタイプの内部に入っている微化石が

ぼんやりとした干渉色に覆われる状況で観察される部分で、完全に石英になっていない状態を

示しているものが多い。しかし、このタイプによって岩石全体が形作られているものはない。 

B タイプ  石英の微細な干渉色が点在し斑点状になっているもの。石英粒の大きさは 5μm以下

の星雲内に恒星が点在しているように顕微鏡下では観察される。珪質頁岩としては最も多いタ

イプの石英状態である。石英粒界（石英の粒と粒の境界）の発達はない。 

Cタイプ Bタイプの石英状態のものに5～30μm程度の大形の石英粒子が60％以上を占めるタ

イプと、大型石英が全体を占めるタイプがある。ここではこれらを纏めて Cタイプとした。一
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部にカルセドニー質石英となっているもの・石英粒界が認められるものもあるが顕著ではない。

珪藻の微化石の痕跡が見られるものも多い。 

D タイプ 全体が大型石英からカルセドニー質石英となっており、15～50μm に発達している

ものもある。石英粒子間の粒界が発達している。所謂チャートと呼ばれる岩石に当たるが、中

生代のチャートのように均質な粒界の発達は見られない。また、雲状の粘土鉱物の含有が普遍

的に認められる。 

珪質頁岩は A タイプで岩石全体が占められているものはない。B タイプが一般的な結晶状態

であり、C～D タイプのものは少ない。現在までの東北地方の河川の薄片サンプル製作枚数が

543 点である。この内 Bタイプが 81％、Cタイプが 7％、Dタイプが 12％あった。 

以上の様なマトリックス状態を薄片によって観察することが出来る。模式的に示せば第 2図

のように表現することが出来る。このような関係は堆積後間もない珪酸鉱物のガラス質が集積

して徐々に岩石化して結晶構造が変化する性質を示している。珪酸鉱物は堆積後の温度(圧

力)・時間によって結晶構造が徐々に変化する性質があり、被熱時間による変化として捉えら

れている。このような結晶構造の関係はすでに水谷(水谷;1976)によって報告されている。こ

の関係を模式化したものである。 石英タイプから観ると A・B タイプの石英状態から徐々に D

タイプへと可逆的に変化し石英の結晶粒界が発達して行き、完全に石英になると自然界では安

定し不可逆的になると言われている。 

 

4 河川・露頭の石英タイプ       

珪質頁岩が確認された露頭や河川からサンプルを採取し、薄片を作成し石英状態を観察した。

製作したサンプル数は 543 点である。薄片サンプルの観察は、珪質頁岩が確認された全ての河

川・露頭において調査を実施したわけではない。珪質頁岩の多く採取された場所や外観的に特

徴のあるものを中心に作成したものである。特に、C・Dタイプの珪質頁岩を確認するために外

観的に良質で特徴のある岩石採取につとめ薄片製作を進めた。珪質頁岩の石英状態は Bタイプ

が主体であるが、それ以外の C・D タイプが確認された地点を第 1 図の中に記入してある。各

県単位で観察した結果について報告する。 

4-1 青森県 

 青森県においては蟹田川でDタイプ2/12点(確認数量/薄片製作数量)、吾妻川でDタイプ4/4

点、今泉川で Cタイプ 4/8 点確認されている。大間崎海岸や三内丸山遺跡に近い荒川などでは

Bタイプしか確認されていない。 

 4-2 秋田県 

秋田県では、男鹿半島で D タイプ 10/24 点、羽根川・三種川周辺で D タイプ 14/34 点、C タ

イプ 6/34 点、米代川下流で D タイプ 4/22 点確認されている。D タイプの分布の中心は男鹿半

島から米代川下流域付近の河川に多いという特徴がある。他県の状況と比較しても Dタイプが

この地域に多いという地域的な特徴がある。また、岩石に葉理が発達しているものが多く、内

部には珪藻の微化石が確認されるものが非常に多い特徴がある。 



4-3 山形県 

 山形県では、白鷹町の最上川流域において D タイプ 4/8 点が確認されている。C タイプは角

川で 2/4 点、月布川で 1/28 点、横川で 2/2 点確認されている。 

 4-4 新潟県 

 新潟県では、荒川中流の獅子舞岩の露頭より Dタイプが 16/18 点確認した。外観的にも特徴

のある石材である。C タイプは、長谷川 2/16 点、早出川 2/4 点、阿賀野川津川 2/28 点確認さ

れている。いずれも阿賀野川やその支流に当たりこの地域が新潟県では、良質の珪質頁岩の産

地となっている。県南部の旧塩沢町から旧中里村の小河川においても珪質頁岩は確認できるが、

石英タイプは Bタイプのみの 40/40 点であり、C・Dタイプは確認されなかった。 

 4-5 福島県・宮城県 

 福島県・宮城県においては珪質頁岩の採取が少なくサンプルを採取することができないが、

薄片を作成し観察した範囲では、現在のところ Bタイプのみである。 

5 河川・露頭と石英タイプの関連性 

薄片観察結果による石材の石英タイプの分布状況を第 1 図に示してある。B タイプの珪質頁

岩の分布範囲は日本海側に広く分布するが、C・Dタイプのものは狭い範囲に集まる傾向がある。

特に、D タイプは日本海側の海側地域に偏る傾向が窺える。山形県内陸側の月布川や最上川の

白鷹町周辺の傾向は、東北全体としてみた場合例外的である。露頭の観察から地層内の凝灰岩

が粘土鉱物のベントナイト化した場所にノジュールとして形成されていることから、形成環境

との関わりが強いものと捉えられる。 

秋田県では男鹿半島鵜ノ崎海岸や羽根川・小又川・米代川の下流域等に分布している Dタイ

プ石材は、外観的にも特徴がある。また、分布にも纏まりがあり産地としての特徴を持ってい

る。これらの原石表皮には頁岩・泥岩が付着しており形成母岩を示している。 

露頭は、石英タイプに纏まりがあるが、河川採取の原石には、数種類の石英タイプとして確

認されている。例えば、男鹿半島の鵜ノ崎や北秋田市綴子等の露頭の同一層理に沿って分布す

るノジュールの石英タイプは、同様の石英タイプとなっている。地層が地質構造によって被っ

た被熱時間が同様であったことが原因と推察される。しかし、河川における石英タイプは Bタ

イプが単独に確認される事が多いけれども、B～Dタイプ複合型ともいえる産地もある。露頭観

察状況から推定すれば複数の被熱時間の地層を横断的に河川開析が進んだ結果、複合的な石英

タイプを示すことになったものと捉えられる。 

最後に石材外観と石英タイプの関係について述べておきたい。光沢のないものや質の劣るも

のは Bタイプであった。光沢や葉理の発達したもの、白色のオパール状の斑点を多く含むもの

が C・D タイプに多い傾向がある。しかし、光沢のある良質のものであっても、山形県の誕生

川採取のものは B タイプ(24/24 点)であった。外観だけでは石英タイプ状態を推測することは

難しいものがあることも観察を通しての実感である。 

 

6 珪質頁岩の表面変化        



珪質頁岩は新鮮な割れ口の状態では黒褐色～漆黒を示しているが、日光に晒されると表面が

白色～灰色に変化する現象が発生する。この現象を「白層化」と呼んでいる。白層化は、表面

部分だけの変化ではない。数ヵ月間、日光に晒しておくだけで数μmの厚さまで進行している。

更に、放置すれば白層化が進行する。路頭で雨露にあたるとさらに進行が早まり、目視による

石質の観察すらも困難にしている。白色～灰色に変化する原因は不明であるが表面の変化だけ

にとどまらず、厚さとして進行するという大きな特徴がある。私たちが目視によって変化を認

識できるのは、反射光の変化である、黒いものが白く変化する現象は、反射光が全吸収から全

反射に変化したことを示す。しかし、変化するメカニズムは未解明である。 

「白層化」は、珪質頁岩や珪化の進行した玉髄質泥岩の（半透明の頁岩）いずれにも確認さ

れる現象であるが、玉髄質泥岩の方は進行が遅く、表面変化も顕著ではないという特徴がある。

また、この現象の原因は太陽光(電磁波) である。この現象の進行状況の調査を利用すれば、

石器の埋没環境を捉えることができる可能性を示している。白色化の進行している石器は、直

接光に晒される環境において、石器が放置されていたことを示すと捉えられる。 

遺跡では石器に二重パテナが確認されるものがある。遺跡において日光に晒された後に再度

剥離が施されたものと理解される。薄片による観察によると、「白層化」の形成による目視的

な変化に対しても、石器表面の構成鉱物の石英は安定しており、微細な石英状態は変化してい

ない。いったん白層化がおきた珪質頁岩は、元の黒褐色～漆黒の色調に戻ることはない。風性

塵による堆積物の埋没がおき、遺物として土中に埋もれた後も元の色調には戻らない。不可逆

的な変化がおきていることを示している。 

  

7 まとめ 

1 東北地方において珪質頁岩が形成されパターンを露頭や原石と薄片の観察から捉えると微

化石の生物殻の集積によるものと火山性の凝灰岩内の珪酸分の集積の要因があると捉えられ

る。 

2 珪質頁岩の分布は、新第三紀中新世後期の女川層の分布が顕著な日本海側に多く分布して

いる。山形県を中心とする場所の形成場所は、凝灰岩内にノジュールとして形成されている。

秋田県男鹿周辺や玉髄質泥岩の形成環境は頁岩や泥岩内である。 

3 珪質頁岩は珪酸分の集積によって形成されたものである。この珪酸の結晶状態は A～Dタイ

プの石英状態を示す。特に石英の粒界の発達したものは限られた産地にのみ確認される。この

ような違いが発生する要因は、ノジュールが形成されている地層の被熱時間が違っていたこと

によると捉えられる。 

4 露頭の石英タイプは、一種類の石英タイプを示すことが多い。しかし、河川から採取の原

石の石英タイプは数種類となることが多い。この原因は河川の場合には、複数の形成露頭を横

断的に開析しているためと捉えられる。 

5 珪質頁岩の原石は黒褐色～漆黒である。結晶は石英の多結晶構造態であることからチャー

トやフリントのように透明感の石材であってもよいはずである。しかし、黒色を基調とした岩



石となっているのは、形成されている場所が粘土鉱物内であることからの影響である。さらに、

時間が経過し被熱時間が進行すれば結晶状態が進み、中世代のチャートのように透明感を持つ

ことになる。 

6 黒褐色～漆黒の原石は、太陽光に晒されると白色～灰色になりこれを白層化という。数ヵ

月で数μm まで進行し、時間の経過とともにさらに進行する。白層化は、石器の被光環境を示

し、石器の埋没環境を反映している。 

 

Ⅱ 小山崎遺跡の石器石材の原産地調査 

1 小山崎遺跡の珪質頁岩の種類       

 小山崎遺跡から出土している珪質頁岩製の石器の目視による外観では、大きく 3種類に分け

ることが出来る。これらを石材 A・B・Cとして分類した。 

 A は外観的には良質とは言えない表面の風化が進んでいるものもある。これらの石材の産地

調査を実施した。 

 B は光沢の発達した良質な外観をもつものである。一見在地産とはみえないものである。そ

の中で葉理(ラミナー)が発達している特徴的な外観をもつ石材産地の調査を行った。 

C は石器外観に光沢があり透明感のある特徴的な石材である。このような「玉髄質泥岩」「半

透明頁岩」と言われている原石産地は、現在までに能登半島の横山海岸(高田・大屋 2008)・新

潟県の獅子舞岩(秦 2001)・秋田県の北部の海岸地域(原田・阿部;2004)(秦 2010)(吉川 2012)

に分布していることが判明している。この岩石と小山崎遺跡出土の石材 Cとの類似性と、産地

調査を行った結果について報告する。 

 

2 最上川・相沢川の在地的な珪質頁岩の特徴と分布     

小山崎遺跡が立地している場所は、第四紀火山の鳥海山の山麓に立地し、広く火山性の砕屑物

に広くおおわれている。一方、石器石材の珪質頁岩が形成されている地層は、新第三紀中新世

後期の女川層を主体としており地質年代が古い地層である。このことから珪質頁岩の原石産地

は、遺跡の近傍には、存在していないと考えてよい。そこで小山崎遺跡から 50Km 圏内の庄内

地方を調査した。珪質頁岩が採取できた河川の場所を示したのが第 3図である。その結果、河

川転石として確認できた場所は、遺跡から 12 ㎞の荒瀬川・21 ㎞の相沢川・30～35 ㎞以上の最

上川と立谷沢川支流の東大沢川や板敷沢川であった。 

2-1 最上川流域の石材産地  

最上川が出羽山地を横断している最上峡と言われる場所や、角川の合流点から立谷沢川の支

流を中心とした所では、直径 30cm を超える大型の河川転石を採取することができる。転石の

表面には、月面のクレタ―状の凹凸を持つ原石が確認される。このような特徴の存在は、山形

県の河川転石に多く確認されるもので、凝灰岩の風化層の粘土鉱物化した層に形成されたノジ

ュールであることを示している。しかし、最上峡の草薙層では現在までにノジュールの露頭は

確認できていない。この産地の河川転石は、表面の光沢が発達していないので良質感はない。



しかし、岩石内は均質で節理も少な

く剥離性は良い。大川氏によって発

見された立谷沢川支流の東大沢川や

板敷沢川と、支流の角川も同様の特

徴をもつ珪質頁岩が確認されている。

この産地の珪質頁岩の薄片による石

英タイプでは、多くのサンプルは B

タイプ石英であった。角川で唯一 C

タイプ石英が確認されているのみで、

珪化度は一般に良くない。 

 この河川から採取できる珪質頁岩

の石材は、外観や結晶タイプから判

断すると、小山崎遺跡使用の石材 A

としたものに該当し、在地的なもの

である。 

 

 2-2 相沢川・荒瀬川の石材産地       

 相沢川・荒瀬川では珪質頁岩を採取することができる。しかし、最上川の産地程の量や大き

さのものは存在しない。なお、相沢川と楯山川合流点と、荒瀬川支流の姥が沢川で、外観的に

比較的光沢のあるものを採取し薄片を作成したものが写真 2 である。しかし、石英の発達は B

タイプ石英に留まるものであった。 

この河川から採取できる珪質頁岩の石材は、外観や結晶タイプから判断すると、小山崎遺跡

使用の石材 Aとしたものに該当し、在地的なものである。 

 このような調査結果から庄内地方の珪質頁岩産地では、良質な外観をもつ珪質頁岩で石英タ

イプが Dまで発達した岩石を採取することができなかった。石材 Aは、庄内地域の珪質頁岩の

在地的な-特徴を示しているものと捉えられる。なお、最上峡では大型の原石が多量に採取で

きる数少ない産地であることも強調しておく必要がある。 

 

3 葉理の発達した珪質頁岩の特徴と分布      

 東北地方の珪質頁岩の分布調査を実施した結果によると、原石に葉理の発達したものが採取

できた分布範囲は限られている。特に普遍的に分布している場所は、第 4図に示した範囲に多

い。この石材の特徴は、珪質頁岩で表面に光沢が発達しており、剥離面もシャープで鋭い割れ

口を示す。結晶は C・Dタイプ石英を主体とし、微化石の珪藻が岩石内部に多量に確認される。 

 葉理が発達し数ミリ～数百μm 程度の厚さを持って縞状に発達し、年縞に類似している。こ

のような関係は原石の表皮部分の柔らかい頁岩部分にも確認することができる。観察結果から

葉理の発達した頁岩の部分に珪酸分が集積して、葉理と共に珪化したためにこのような外観を 



 

 



もつ岩石が形成されたと捉えられる。 

また、女川層の頁岩で年縞状の葉理が発達したものは、秋田県の男鹿～米代川周辺の地層に

多い(第 4図)。また、この頁岩・泥岩には、魚類の化石包含が多い。それに対して山形県内の

頁岩・泥岩は、貧化石層といわれるように化石が確認されることは少なく、葉理の発達も認め

られない。地質年代が近くても層形成に関わる堆積環境が大きく異なっていたことが想定され

る。 

葉理の発達した珪質頁岩は、一般に大きな原石まで発達しているものはない。原石は、大き

くても 15cm 程度であり、石器の大きさに制約のある石材である。 

 小山崎遺跡で確認されている石器石材としては、石材の外観や結晶タイプから判断すると、

石材 Bとしたものに該当する。この産地は、現在確認されている原石産地から判断すると、第

4図に示した、秋田市以北から運搬され 100Km 以上移動しものと捉えられる。 

 なお、この葉理の発達した石材は、秋田県の他に青森県や岩手県の遺跡出土資料に散発的に

確認されることが多く、石材流通のメルクマールとなっている。 

4 玉髄質泥岩(半透明の頁岩)の特徴と分布    

 小山崎遺跡では玉髄質泥岩や半透明頁岩と呼ばれる石材が石鏃に 10～20%程度使用されてい

る。石器外観としては、黒色～褐色の色調を示し光沢があり透明感のある特徴的な石材である。

この原石産地は、すでに述べたように能登半島の横山海岸・新潟県の獅子舞岩・秋田県の北部

の海岸地域に分布していることが判明している(第 5図)。この石材の原石と小山崎遺跡出土の

比較検討を行なった。また、小山崎遺跡出土の石材 Cの原石の産地調査を行った内容について

報告する。 

 

4-1 玉髄質泥岩や半透明頁岩という岩石 ｢玉髄質泥岩｣という岩石についてまず整理して

おきたい。 

 珪質頁岩の主体は微細石英粒子より構成される岩石の総称である。構成鉱物としては、微晶

質石英や Opal-CT の珪酸鉱物(SiO2)と粘土鉱物などの細粒砕屑粒子の混合物質からなる岩石で

ある。この微細石英粒子の形態には、大きさや結晶形態によって幾つかに分類することが出来

る。特に結晶の発達した岩石を、フリントやチャートと呼んでいが、結晶状態からみると玉髄

質泥岩もこの岩石である。 

考古学では、原石の産地調査の学史的な名称から、外観に光沢があり透明感のある特徴的な

石材を「半透明の頁岩」(阿部;1997)や玉髄質泥岩(高田・大屋;2008)と呼ばれている。ここで

は「玉髄質泥岩」と言う名称で進める事にしたい。また、各地の原石産地によって岩石の外観

の色調や透明感・質感などが幾分異なっており、光沢の強い岩石群の総称的な名称でもある。 

 この岩石は、頁岩・泥岩層のノジュールとして形成されていることも特徴的である。現在確

認されている原石産地の横山海岸・獅子舞岩・秋田県北部の各産地は、何れも新第三紀の頁岩・

泥岩層を母岩として確認されている。それに対して、山形県内の珪質頁岩の母岩は、凝灰岩の 

ノジュールとして形成されており、形成環境が石質に影響していると捉えられる。 



珪質頁岩の原石の色調は黒色～褐色であるが、剥離後の新鮮な面が徐々に日光に晒され続け

ていると色調が変化する。この変化を白層化と呼んでいる。しかし、結晶化の進行した玉髄質

泥岩は、白層化の進行が遅いという特徴がある。このため目視外観による比較検討が可能であ

るという特徴もある。 

 

4-2 調査方法 

岩石を構成している結晶形態の発達は、地層に包蔵されていた状況によって変化することが

判明している(被熱時間)。このような結晶形態の違いを調べるために岩石学で行われている、

薄片を作成して観察を実施した。結晶形態については、A～Dタイプ石英の 4種類に分類してい

る(第 2図)。更に、結晶化の進行状況を示す、結晶粒子の発達(粒界)や微化石の痕跡も産地間

の違いがある。この薄片の観察によって各地の情報を整理して、石材の特徴を把握することに

した。 



 前述のように結晶化の進行した玉髄質泥岩は、殆ど白層化が進まず、初期の原石の外観がそ

のままの状態で残っている。そのため小山崎遺跡出土石器の外観による観察と、各地の原石内

容の整合性を観察することが可能である。そして、岩石の類似性・相違性の把握により、原石

産地の採取岩石との比較検討が可能である。 

 以上の玉髄質泥岩の特徴を加味すれば、今回の観察方法としては、薄片観察結果と目視外観

という 2項目の比較検討が可能である。 

 

4-3 小山崎遺跡の石材 Cの外観と利用 

小山崎遺跡の石材 Cの特徴を述べておきたい。石材は黒褐色や黒色を示し、光沢の強い岩石

である。一見すると黒曜石の外観に類似しているように見える。このような部分に数 mm の白

色から灰色の葉理が発達している。そのため板状に黒褐色部がサンドイッチ状に挟まれている。

石器には、この黒褐色部が利用され石鏃などの小型器種の利用が顕著である。素材の剥離には、

両極打撃(岡村;1982)によりの黒褐色部を確保している。 

原石の表面の観察では、顕著に河川転石を示すものは確認できなかった。このことからスポ

ット的な露頭から採取されたものと捉えられる。遺跡には、石器に利用されそうな部分を多量

に遺跡に持込み、利用できない部分を廃棄している。その点では極めて利用効率や運搬効率の

悪い石材利用を行っている。 

 

4-4 各原産地の薄片の特徴 

現在まで判明している各原石産地の試料の薄片を観察すると、産地毎に纏まりのある特徴が

あった。 

石川県の横山海岸のものは、クロスニコルにおいて脈状のカルセドニーが比較的多く確認され

ている。このようなことが岩石に発生する原因は、岩石の形成過程の中で内部に微細な空洞・

裂け目が多く発生するような環境が考えられる。オープンニコルにおいて微化石の痕跡も顕著

に観察される。 

新潟県の獅子舞岩は、オープンニコルにおいて微化石の痕跡が普遍的に多く確認される点に

特徴がある。この産地の場合は、続成作用による結晶化の進行が遅く微化石が潰れていないも

のが多いためと考えられる。 

秋田県北部産地の竹生川・小又川では、年縞状の葉理が発達し、目視や薄片の石英粒子の流

れとして確認されるものが多い。また、石英で石英粒界が発達していない点も特徴となってい

る。結晶化の進んだ男鹿周辺の産地では、オープンニコルにおいて微化石の痕跡が顕著に確認

されない点に特徴がある。この産地の場合は、続成作用による結晶化の進行が早いためと捉え

られる。 

このように薄片の観察によると、各地の原石産地の薄片には特有の特徴が存在している。こ

の特徴と小山崎遺跡の石材 Cとの比較検討を試みる。 

 



4-5 小山崎遺跡の玉髄質泥岩の特徴と産地   

小山崎遺跡の玉髄質泥岩の石材 Cは、石材の外観と薄片の観察項目から見た時に極めて均質

な纏まりの良い岩石である。その特徴は、外観が黒色で透明感や光沢があり、微化石の痕跡の

斑点が入らないことにある。薄片観察からみると中型～大型石英で構成されており、石英の粒

界が良く発達している。オープンニコルでは、微化石が確認出来ないことも大きな特徴である。 

現在確認されている原石産地のサンプルを、小山崎遺跡の石材と同じ観察項目で見た結果が、

第１表に示した内容である。秋田県内では脇本・竹生川・小又川。新潟県の獅子舞岩。石川県

の横山海岸の玉髄質泥岩サンプルの比較検討を行った。結果、最も類似している原石は、秋田

県脇本産地であった。特に、薄片の石英タイプやオープンニコルでの微化石の痕跡が少なく類

似度が高い。 

しかし、原石表面の状態が秋田県脇本では転石である点が大きく異なっている。小山崎の石

材 Cは、表皮の白色部分が原石表面に付着しており、頁岩の露頭もしくは、露頭に極めて近い

河川からの採取であったことを示す。石材の外観が脇本産の原石と一致しないことになる。 

それ以外の試料では、小山崎遺跡の薄片原石と特徴が一致するものはなかった。 

 

4-5 各地の原産地の特徴と石材 Cの産地 

マクロ的に観ると石川県横山海岸・新潟県獅子舞岩の玉髄質泥岩の薄片では微化石の痕跡が

比較的多く確認される特徴があった。その点、秋田市以北の産地では、微化石が潰れて明確な

痕跡を示さないものが多く、より小山崎遺跡の石材 Cに類似いている。特に、脇本産のものが

最も類似していた。しかし、脇本産の原石は海岸の転石であり、4-3 項の外観の特徴に類似し

ているものはこの産地では見つかっていない。 

原石の表面の観察では、確実な転石を示すものは確認できなかった。このことから石材Cは、

スポット的な露頭から採取されたものと捉えられる。遺跡には、石器に利用そうな部分を多量

に持込み、両極打撃で石鏃の素材を作り、利用できない部分を廃棄している。極めて利用効率・

運搬効率の悪い石材利用方法を採用している。同様の石材利用は、新潟県の獅子舞岩周辺の

30Km 圏内の遺跡の石材利用に類似している。このような石材利用の姿から小山崎遺跡の周辺に

原石露頭が存在していると想定される。そのため地質図を頼りに産地調査を何度か実施したが

現在まで発見にはいたっていない。以上述べた論拠から、小山崎遺跡周辺にまだ未発見の石材

C の原産地の存在が想定される。以上述べた根拠によって、在地産の石材として扱うことが整

合的であると捉えられる。 

 

 

 

 

 



第1表　　小山崎遺跡関係の薄片観察内容

在地的 一段と光沢 玉髄質泥岩 オープン

小山崎 小山崎 小山崎 透きとうる 微化石 白く見える

№ サンプル場所 採取者・場所 A類 B類 C類 色 透明感 白の斑入り 白い表皮 小型石英 中型 大型 粒界発達 カルセドニー 石英タイプ 微化石多い

1 小山崎1 ○ 黒 ○ × あり ○ ○ ○ Dタイプ ×
2 小山崎5 ○ 黒 ○ × あり ○ ○ ○ Dタイプ ×
3 小山崎8 ○ 黒 ○ × あり ○ ○ ○ Dタイプ ×
4 小山崎9 ○ 黒 ○ × あり ○ ○ ○ ○ Dタイプ ×
5 小山崎15 ○ 黒 ○ × あり ○ ○ ○ Dタイプ ×

1 相沢川 中野俣橋 ○ 褐色 × × なし ○主体 ○ ○ Aタイプ ×
2 荒瀬川 姥が沢川 ○ 褐色 × × なし ○主体 Aタイプ ×

秋田県

1 脇本 大川 ○ 黒 ○ × あり ○ ○ ○ Dタイプ ×
2 脇本 大川 ○ 黒 ○ × あり ○ ○ Dタイプ ○
3 脇本 斉藤 ○ 薄褐 ○ × あり ○ ○ ○ Dタイプ ×

秋田県

1 竹生川 大川 ○ 黒・縞状 ○ × あり ○縞状 Dタイプ ×
2 竹生川 ○ 黒 × 不明 Bタイプ・縞上 ×
3 竹生川 ○ 黒縞状 ○ × あり ○ ○ Dタイプ ×

秋田県

1 小又川 大川 ○ 褐色 ○ × 不明 ○ ○ Cタイプ 多い
2 小又川 大川 ○ 黒 ○ × 不明 ○ ○ Cタイプ ○
3 小又川 大川 ○ 黒・縞状 ○ × 不明 ○ ○ Cタイプ 多い

石川県

1 横山海岸 222　大屋 ○ 黒 ○ × 不明 ○ ○ ○ Dタイプ ○
2 横山海岸 211　大屋 ○ 黒 ○ × 不明 ○ ○ ○ Dタイプ ×
3 横山海岸 212　大屋 ○ 黒 ○ × 不明 ○ ○ ○ Dタイプ ○
4 横山海岸 421　大屋 ○ 乳白 ○ × あり ○ 玉髄 海綿

新潟県

1 獅子舞岩 ○ 褐 ○ ○ あり ○ ○ ○ Dタイプ 多い
2 獅子舞岩 ○ 褐 ○ ○ あり ○ ○ ○ Dタイプ 多い
3 獅子舞岩 ○ 褐 ○ ○ あり ○ ○ ○ ○ Dタイプ 多い
4 獅子舞岩 ○ 褐 ○ × あり ○ ○ ○ Dタイプ 多い

の表記は特徴的な内容の部部を示す。

クロス

石英状態

目視観察内容 顕微鏡薄片観察内容

石材の外観

 



6 まとめ 

 以上の調査から判明した内容について簡単にまとめたい。 

1 石材 A の産地は、石材の外観と石英の結晶状態から荒瀬川・相沢川・最上川からの採取と

考えて矛盾はない。遺跡近傍の 10～25 ㎞圏内の比較的楽に採取できる在地的な石材と捉えら

れる。 

2 石材Bの光沢のある良質なものの産地は、産地を推定するにたる根拠に乏しく不明である。 

3 石材 B の光沢のある良質なもので年縞状の葉理の発達した石材は、秋田県の男鹿周辺以北

の産地であると捉えられる。小山崎遺跡までの距離は 100 ㎞程あり、この距離を移動して遺跡

に持ち込まれた可能性が高い。 

4 玉髄質泥岩の薄片観察で類似する石材が確認された産地は、秋田県の脇本産で小山崎遺跡

出土の石材に最も類似する。秋田県北部の産地で微化石の少ない薄片資料に類似する傾向があ

る。また、石川県能登の横山海岸・新潟県の獅子舞岩とは特徴が異なる。 

5 小山崎遺跡の玉髄質泥岩の外観は、白色の珪質部の多い葉理が発達したものである。板状

に黒色～褐色部の石材が発達していることに特徴がある。今回の探査において同様の外観の特

徴を示す石材産地は確認することが出来なかった。この点から薄片が類似していても秋田の男

鹿半島周辺に産地を求めることは出来ない。また、石器表面部分に河川転石の痕跡を示すもの

がない。恐らく産地はスポット的な露頭から採取されたものと捉えられる。 

6 小山崎遺跡からは、特徴的な玉髄質泥岩を多量に遺跡に持込み剥離し、利用できない部分

を多量に廃棄している。このような行為は、運搬に際し無駄な部分も持込むことになり効率が

悪い。このような石材の利用を加味すると、小山崎遺跡周辺に産地が存在する可能性が高い。

その場所は、女川層もしくはそれ以前の古い地層内に形成され、母岩が珪酸分の多い頁岩・泥

岩層で、スポット的な露頭として存在している可能性が高い。新潟県の獅子舞岩のスポット的

な産地から推定しても、鳥海山周辺の 30～40km 以内の圏内を想定することが妥当だと考えら

れる。 

最後に、能登半島の横山海岸採取の玉髄質泥岩のサンプルは、埼玉県埋蔵文化財調査事業団

の大屋道則氏の採取品を薄片として製作して分析した結果である。また、庄内地域の河川調査

に同行いただき、研究論文も使用させていただいた。男鹿市教育委員会の五十嵐裕介氏・弘前

大学の関根達人氏には、男鹿市や五城目町周辺の縄文時代の石器石材環境についてご教示いた

だきました、感謝申し上げます。 
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小山崎遺跡の玉髄質泥岩の薄片写真
オープン二コル クロス二コル オープン二コル クロス二コル

1-1 1-2 5-1

8-1 8-2 9-1 9-2

200μm

15-1 15-2  

 

 

 

写真 1 



相沢川・荒瀬川の薄片写真
オープン二コル クロス二コル オープン二コル クロス二コル

1-1 相沢川の薄片写真 1-2 2-1 荒瀬川姥が沢の薄片写真 2-2

200μm

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2 



秋田県　脇本の薄片写真
オープン二コル クロス二コル オープン二コル クロス二コル

1-1 1-2 2-1 2-2

200μm

3-1 3-2  

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3 



秋田県　竹生川の薄片写真
オープン二コル クロス二コル オープン二コル クロス二コル

1-1 1-2 2-1 2-2

200μm

3-1 3-2  

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 4 



秋田県　小又川の薄片写真
オープン二コル クロス二コル オープン二コル クロス二コル

1-1 1-2 2-1 2-2

200μm

3-1 3-2  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 5 



石川県　横山海岸の薄片写真
オープン二コル クロス二コル オープン二コル クロス二コル

1-1 1-2 2-1 2-2

200μm

3-1 3-2  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 6 



新潟県　獅子舞岩の薄片写真
オープン二コル クロス二コル オープン二コル クロス二コル

4-1 4-2 5-1 5-2

6-1 6-2 7-1 7-2

200μm

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 7 



 



 


